
7  祭の組合せ検定に関する試験  

（中間報告）  

名 倉 精 一  斉 藤 季 彦  

小 林 正 大  斉 藤 伝 書  

目 的   

外国コマTシヤル親の急速な進出に対処すろため、国内便良種鵡あるいは輸入種粕なもって、  

国産の優良実用掲（コマーシール掬）の生産を図るため、当場優良基礎系統と国および他府県の  

優良系統（国において抽出した系統）封計画的托交配し、その系統間交配碍の種類としての利用  

価値を検討し、その種掲を利用して生産される三売文配現や四元交配鶏托ついて採卵照としての  

実用価債を検討し、国内椒用鶏（コマーシヤル親）の生液体制を確立するために本試験を実施   

した。   

なお、本試験は40年まから実地している。   

優良家系の利用に関する試験、鞠の1代雑秤利用把関する試験、輸入稗殉の性能調査および国  

内優良家系との相性飼養および稽蓄牧場剋の後代調奈を統合して穏の組合せ検定として実施する   

こととした。   

組合せ托使用した当場の基礎系統の概況  

（ぶ 白レクB系統去こゐ系統ほ、昭和58年全国都道府県施設繁華楷粕の粥査により俊良家系の   

卵教系統として抽出された系統である。家系煉抜（閉鎖群内）により、部数系統としての特徴  

を維持しつ」鰹一任の向上を図る。   

（8）白レク8r系統＝この系統は、昭利40年米国より卯盈系統として鞄入し、研和41年慶よ   

り東日本地区組合せ検定の卵黄系統として抽出された。卵教よりも卵重に重点をおいた楔抜交   

配を行ない、卵農系統としての特徴を明確にする。  

（q －＝－ドp系統＝この系組ま、昭和41年度より東日本地区組合せ検定忙使用している系統で   

あり、白レクとの二元、三元、四元、交配托用いる基礎系統であるので、落飾性、強絆性の向   

上を因りつゝ、特に白レタB系、Br系と相生の向上を図る。  

試験方法   

（刃  供試びな の採取  

川  組合せ検定全国区お よ び東 日本区  

1組合せ当り、】阻合せ交配をする優良系統の雄系統の旅4羽、雌系統の糎50羽を交配し、  
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お⊥むね22Cケ種卵を採稗し、ふ化、葦別のうえ雌びなの中から無作為忙d O羽を運び育  

成し、150日令時に育成覿中から5口羽を無作為に選定し一た（   

（2） 1代凛穫民撞て委託試験  

1組合せ当り、組合せ交配をする雄系統（白レクBおよひ月r系）カ吉8塾≒娩系統（ロード  

P系）雌d O羽を交配し、稽卵を採取、ふ化鑑別のうえ健康な挽ひな全部をそれぞオt5ケ所  

に供試びなとして配付した。  

（5） 種者牧場後代調査  

後代調査用とLて、それぞれの組合せ別に稚苗牧場より譲渡を受けた初壁びな。   

（B） 飼饗管理  

州  育す う の方法  

初すうおよび中すうはバクリー育すう茶托より、大すうはできるだけケージ詞拳とした。  

（2） 成熟の収容方法  

卑飼ケージ収容とした。   

（5） 飼料  

給与飼料は、活版の老爺完全配合鱒若斗とし、於与の方洪は粉餅ほ盈与しない。  

囲  試験覿の淘大  

原則として期間中け無淘太とすろも、民間賓託雷照雄ついては2．71日令以後は必賓に応  

し、当場の試験担当者に連絡の上榊大すろこととした（   

【引  点灯  

産卵開始終50％許卵時より日長嘩凝とあわせて、おゝむね14時間になるよう点灯した。   

（d） そ の他 の飼挙管理  

そのイけの飼贅管策ほ碧堪の骨法による   

（団  試斡区分   
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4  試験結果  

試験結果ほ41年度に試験を終了した4∂年額と占1句二翔の27ロ   

（A） 昭 和 40 年 蔦 の 成 績  

（1） 育  成  成  績  給 1 表  

交 配 様 式  付  餌付  育  
区  分  日令  成  

鯉  雌   月  日  羽数   率   

対照鶏  試験1区   （外国コマ⊥シヤル）   4【），ま2 5   ‘－0  5 d  95％   

ル 2／′   徳島東京  
（甘）×（B）   

4 0．5．2 7   d O  5 8  9 8   

／′   
5 〝   青森  東京  4 0．5．2 7   ∂ 0  

（1920）×（B）  
5 8  9 8   

〝   4 〝  東京自レク東京ロード ×  40．d． 2  1－づ1  1d □  9 9   （B）（P）  

〝■  5 〝   〝  〝   4 0＿‘．  2   21‘  2〔】2  9 5   

〟 d 〝   〝  ／／   4 0．5．14   1dl   19   15 d  9 d   

〝  7 〝   ／′  ／′   4   5、14   5（；   d   4 7  9 5   

〝  8 ′／  l白河 白河 i（E）×（D）   
4 0．2．15   9‘  9 5   】97  

白河  的  
／′  9 〝    ■（D）×（E）   】  

7 4   4 0．2＿15  78  
l   

（詮）鑑別の誤りの軌 明らかな事故死および譲渡は生存として育成  

育成成熟ま窮1真のとおり、最高が4区の99％最低が5区の  

白血病は各区1羽の発生もなく、内：型白血病は5区（8〉くP）  

×由河D）に5羽のま1％の発生をみた、その他の区は1羽の   



日令までの短期成緒について述べる。  

育  成  成  繚  

内剰  摘  
その他   計  

要  

白血病   

2   4   その他1羽車放死  

2   その他1羽は館別誤り雄  

2  その仲1羽事故死  

l   

l  

10   

14  

d   

5   

単飼ケージ内容の番合陀より譲渡   

〝   

5  5  

5   

4   ‖ 】   

率は算出した。  

95％で各区の開に大掛ま認められない。非死鶉？車由別内訳でlよ、神繹型の  

21－i羽中に4羽で1＿9％7区（BxP）5d羽中1羽のt8％、8区（白1町E   

発生も認めなかった。   



（2） 短期成績  

短執成組ま†51日今から270日令までの産卵期間の成蔽と、5D0日令時の体真およ  

び卵賽を示した。  



短期の成績は窮2襲の示すとおりで、151日令の産卵調査開始時羽教と270日令時の残   

存羽赦の率11、1区（外国コ■マーシャル）と4区（白レグ（β）×ロード（P））が98％で  

・泉もよく、8区（白河（E）×白河（D））がR7％で澱も低かった。その他の区I、よ95％－  

9占％の閤陀あり、大葬ほ烹ざめちれない。  

50％誇節目令は2区（徳島（K）×東京（8））か174日、9区（白河（D）× 白河  

・（E））か170日とやゝ長く、その他の区は1丘8日前后である。産卵率ほ試験5区は1鋸   

鞄より渕査したので∵柑1日合一270蜘《早るヒd由区枢7区の東京自レク（■8）×東和－ト研   

の交配か889も～85％の間にあり、1区の対照稗である外国ヒマーシ′ヤル約よりも傍れてい   

る。2区の（徳俵（K）×東京（B））は1区の対照鶏と同稗度で、5圧（青森（19－2り   

×東京（B））7．季％さ区（白河（E）×白河（D．））は7十％4区（白河（D）×白河咽）   

はd8％と1区の淘卿よりゃゝ劣る虚横を示した。   

卵責は1．区の対照恕が舵も大きく平均占2gを示し、次で2区（徳島（Ⅹ）×東京（8））は   

よDgで、4、畠、こ 

に次いでいる。5区（宵森（19′－2n）×敢京（8））9区（白河（D）×白河（瓦））は   

55gとヤゝ劣り∴8じ孝二（白河（Ⅵ〕×白河（D））は55gとやゝ小鮒であった。  

任務ほ1代雑押の4、5、d、7r享カ；250D g前後が最も大きく、次いで2区1区、8区、   

5区、9区の慣てあるく，   

（5） 卵賀托ついて  

卵黄栓秀ほ栢合せ幹芹全国区の試弊1、2、5揮および1代雑稚の試験7区について2月7   

日に襲施した。その成択は穿さ表のとぶりである。  

卵典男検穿ほ、検否臼の前日に痺即したもの全部について行なった。  

卵殻の輝きさま鶉の年令、季節、飼料などにより変化すると言われており、本試験でも2月、7  

月の各区の間にらま大差ほないが、2月と7月の季節的把みろと、各区とも7月の酷暑期か2月   

より清くたっている。  

卵黄の色調は、餅中の色衆の含有僚や季節虹より変化すると言われており、本試験でも2   

月は各区とも7～75を示すものが大部分であt】、7月はd～d5を示すヰ〉のか各層：とも大部   

分であった。卵白厨は試験1区、2区がやゝすぐれており、試験5区はやゝ劣る傾向にあり、  

各区とも、2月より7月の醗暑期の方がやゝ劣る成請を示した。   

血鍾の出弾薬は、5区がやゝ高く、内攻の出現率iま1区が最も高かった。   



第  5  乗  卵  貿  検  

交 配 様 式  卵殻の  
奨兼月  区   分  

雄  雌   厚 さ  
5   

占  iふ5  7   

エ5   

対 照 祭  
試験1区      （外l司コマーシャル）   

55＋d  ・  55   47  

〝   2 〝  徳島（Ⅹ）×東京（B）   2  さ5±5  24  7占  

月  〝   5 〝  青森（19－2ロ）×東京（B）   55±2．5  占2  58  

〝   フ 〝  東京（B）×東京（p）ロード   57±2．さ  14  54  52  

1 〝   対  照  鼎  52±5  
（外国コマーシ′ヤル）  

5  d5  52  

〝   2 〝  奄・島（Ⅹ）×東京（B）   52±2  7  8占   7  

51±5   5   7  85   7  l‾  

55±2  

〝5〝 〝7〝  青森（19－20）×東京（B）                東京（B）×東京のロード  
（  5  95    ⊥【叫   

証 1，卵殻は中央部副定借である（エームス社卵殻軌定器）  

2．卵敢裾彿■よd′－7が昔流の卵黄色調である（ロッシュ社卵鶉色調殻）  

5．H．Uはハクエニット、ⅠほU．S．D．Aチャート数字の小さい方  

4．血娃、肉砿は1m n以上のもの1ケ以上を出現卵として取扱った〔   



喜  成  績  

がよい、JはU．8．D．AスタンダードAA．A．Bの凧て良須   



（4） 151日合一 58ロ日今ま での成績  

151日合一5D O日令までの成鰍ま茶4乗のとおりである。  

500日今までの成鰍ま第4表のとおりで、151日合印殆時羽数に対する500日合時の  

残存羽教の要一も1区（対照鵜外国コマーシャル）が澱もよく9d％を示し、・次いで4区の  

89％、7区87％・∴さ区、2区8ヰ％、二d区82％、鋸区8ロ％で、8区は最も低くd’8％  

であった。■   

期間中の産卵動亨、ベンデイで5区が最もく85％を示し、5区と同じ交配嘩式の4区  

d区7区は70％以上セ、対照難のl区†の‘9％より優れた轟卵宅を示した。2区、台区、  

ヱはd d％5区はd5％、■ と対照顛の1区上り考干劣った。   

151日今時1羽当り産卵重恩は、1直の対照車夕個占マー■シiルが最もよく14．297g   

であった。；4区5区d区7区の白レク（＝8）×・ロード（P）け4区とも15匝以上で、そ？   

供試羽数ほ549車であり、平均15草予∴75・gを示し安定した成績を示した。  

2区は1■2K・75・Og、9区は12Ⅹ5e5貞であった。5区ほ11K55一口g、8区は   

9Kdd写gでやゝ劣った成耕であった0  

（8） 昭和41年瀞の成績  

（1） 育成成績■  

昭劉用1年塾の育成寒は第5嚢のとおりである。  

5区d区17区は育ぼ寮10ロ％と倒れていた。珂ちか托育成牽の劣った区は、2区12  

区1d区であった。その曹の区は大体95％前拷の育成率を示した。  

舞死蔚の事由別内訳でほ、頭らかに内晒却およ■び神経密の白血病の乗法なみた区ほ、2区  

5区1占区18区であった。   
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（2） 短期成績  

41年熟ま年度内忙試験が終了しないので、151日令から270日今までの産卵期間の  

成績と、580日令時の体重およひ鋸重を示すと第d衷のとおりである。  

短期成績ほ第d表のとおりであり、27ひ日今までの残存率セ・亙ると、鋸動ま1eいもで  

最もよく、90％以下の区は1d巨d7％15区メロ％一9区87ウも17区89％で．その他  

の区ほ9D％以上の残存寒を示した．・5ロ％窟靡円令lま平均にして40年庭鵡より早く、  

155日から1d d日の間である。  

産卵率はへンハウスで30％以上の区は8区10区11区、75％以＿とはd区7区15区  

14区で、70％以上の区ほ4区5区12区てある。  

卵掛まるO g以上の区は占区8区10区15区14区で、58g以上の区は4区5区7区   

11区12区である。  

体粛は1代雑秤の7区から14区と18区は全部2．100g以上で、その他の区よりやゝ   

大串である。．白レタの系統間交配のものでは5区が2．0日O g以上であるが、その他の区は   

全部2．00C g以下である。  

総合的にみると、8F（東京（月r）×衆京（P）ロード）の区が痘も優れているようで、  

それと同じ交軒の12区15区14区も、8区二托好い成約を示している∩（東京（B）×東  

京（p）ロード）ク〕区は7区9〆10艮11！キの4匝あるが、9区はやゝ劣り、他の5区は  

比較的よい成績キ示しているL、臼レクの薫串澤！交酎の区でさまd区（東京（8r）×東京（B））  

か惚れている。  

繁約  

跨一再優良神j掛あろいは輸入稗祭をもでりて国呼仲良夢用務（コマーシ′ヤル婦）の生許を阿るため   

K、系統間交吾己郊の秤釈としての価佑の嘩射、採卵割として牲柚酢′こついて、昭和40年貯9組  

合せ、昭和41年鵜18組合せ忙ついて試練し＿たっ  

その成節について比軒を便にするた叶、国の突斥j喝の改良日伊を参照して、窮8渋のような評  

価方法礁より評億した鮮果は、第9家筋1n桑畑とおりである。   

なお、窮8表の評価方法は充分検討を要するものて敢り、今岡は暫定的私設定したものである  

から、大方の衛吸判、御訂正により適正なものといたしたい。  

一6ト   
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昭和40年貌の成績ほ窮1D表の示すとおり、試験1区（対解（外国コマーシ′ヤル））が摩れ  

ており、試験4区5区d区7区の東京仁B）×東京（P）ロードの組合せは、供試羽微からみて  

も此較的安定し、4区を平均すると、試験1区（対照港外国コマーシャル））に次いた成親を示   

した0   

日レクの系統間交配群ては、試験2区一徳島（Ⅹ）×東京（B））が他の区よりも俊れている。   

以上の成績から、昭和42年度の≡元う つ組合せ用秤覿として、東京（B）×東京（P）ロ  

ードの組合せと、原島仁K）×東京（B）の親合せを揆放した。   

41年庶鵡の短期の成牌iま第10表のとおりで、試験8区（東京（8r）×東京（P）ロード）  

が最も優れ、次いで試験‘区（東京（Br）×東京（8）が優れた成熊を示したの   

試験9区12区は270日令直前Kかるい呼吸器病に屏息したので除外して第11表をみると、  

試験8区（東京（Br）x東京（P）ロード）と同．じ交配様式の試験1さ区14区が比較的傑れて  

おり、（東京（B）×東京（P）ロード）の組合せの試験7区18区11区も比較的傷れている。  

（40年灼の同じ交配の成績も比戟的すぐれている）   

白レクの系統間交配群では、雄親あるいほ雌親に最近外閻より輸入した稽鞠を用いた区すなわ  

ち試験一区5区さ区が、その他の区よりも傍れた成耗を示した。   

以上、瀾和4・0年鶉および昭和41年熱の好卿成儲から、昭和d2年慶の三元交配の組合せ用  

摩賂として（徳島（K）x東京トB））・r挿木（A）×東京（8））・（東京〔8）× 東京  

（P）ロード）・（東京（Br）×東京（P）ロード）の木組合せを楔抜した、（東京（B）×東  

京（Br））お．よび（東京（8r）×東計＝＝）も比柳勺成繚はよいが、この紐合せほ当墟匠姦腱  

系統があり、もう－・庇綿合せ韓力を確認することと、42年鹿の組合せ羽数の関係もあり、月2  

年度の三元交配の種約からは割愛した。（東京（8）×東京（P）ロード）の組合せは59年庶  

から民間5ケ所で突放し、5ケ年を通じて比較的安定した成績を得ていろので、一一般採卵素顔墳  

の希望に応じてこの親合せは配付虎視合せとすることとした。   


